
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

431 施策 青少年の健全育成

青少年クリエイティブセンター事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1

青少年クリエイティブセンターが主催・共催する事業において、予算を充てるべ
き事業、また、経費を削減できる事業を精査し、より効率的な予算配分ができ
るよう努めます。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 施設運営事業
青少年クリエイティ

ブセンター
青少年クリエイティブセンターを運営し、学習活動推進事業・交流推
進事業・子育て支援事業・情報提供事業を実施する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

13,800
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

昭和56年(1981年)に建設されてから37年が経過し、電気、機械、空調設備等の老朽化
が進行しています。そのため、直近では空調設備、屋上防水及び外壁改修工事を実施
しました。今後も施設の機能を維持するため、設備の更新、補修等が必要になると見込
まれます。利用者が日常的に安全かつ安心して利用できる施設改修を優先的に行って
いきます。

平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

② 施設改修事業
青少年クリエイティ

ブセンター
施設利用者の安全性を確保するため、施設や設備の老朽化に対す
る改修を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

26,394
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

施設利用者や事業参加者が安心かつ安全に施設を利用でき、また事業運営
に支障が出ないよう適切な施設管理に努める必要があります。

平成 30 年度

継続

実施区分

③ 施設管理事業
青少年クリエイティ

ブセンター
青少年クリエイティブセンターの施設の維持管理を行う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

39,675
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課


